
【Photo album】【スライド動画】 

兵庫県花「野路菊」2020 横尾山山腹 野路菊の丘 

晩秋の散歩道 群生する兵庫県花「野路菊」が横尾山腹を真っ白に 

待ちかねた横尾山腹 野路菊の丘に咲く野路菊  2020.11.10. 

 

 

 

 11月になってめっきり寒くなって、街の街路樹の木々もすっかり紅葉して晩秋に。 

毎日の散歩で見上げる横尾山の山腹野路菊の丘も白くなり始め、晩秋の街角や山裾の道端のあちこちで一塊になっ 

白い小菊が咲く季節に。横尾山山腹が真っ白になると毎年この横尾山山腹の「野路菊の丘」で 眼下に見える西神戸の海や

街を眺めながら この一年を思い浮かべひと時を過ごす。私にとっての晩秋 秋送り 

かつては六甲や播磨の里山の山裾の道端などどこでも見られるありふれた小菊で、秋の生活を彩ってくれる身近な花で 

ありのままの着飾らぬ姿の花として「真実」の花言葉がある。 

特に「野路菊」は真っ白な純種で、生活の変化とともに中にか見られなくなってきたといい、東日本では見られない。 

兵庫県では身近な大切な花として県花にしてされ、兵庫県では「のじぎく賞」などのじぎくを冠につけたイベントや大会 

が数多くある。 

 野路菊が丘に咲きだすと毎年私の秋送り。11月11日 陽が陰り始めた午後 真っ白になった横尾山山腹「野路菊の丘」

に登り、コロナ禍の中で、色々あった年 また12月には喜寿を迎える年。 今年逝ってしまった仲間を思い浮かべつつの

秋送り。 ぼんやりと周囲を眺めながら、ひとときをすごしました。 

 もう何年も同じなのですが、スライド動画にしたことなく、ピンボケですが、2020野路菊の動画に。 



 

 



何とはなしに人恋しい秋  群生して咲き誇る純白な小菊の帯 丘一面を真っ白に染めるとなると 

なかなか見られぬ秋景色。「真実」の花言葉を持つ山端や川縁や里でそっと咲いている地味な花 

毎年この野路菊が咲きだすと、丘に登って先に逝ってしまった仲間を思い出しつつ、 

好きだった野風僧・惜別の歌も口ずさんで いっときを過ごすことができました。    

     遠き別れに耐えかねて、この高殿に登るかな ・・・・・・・・   

     惜別の歌を口ずさみつつ また、前向いて 

     God Be With You!! 

                 2020.11.10.  私の秋送り From Kobe   Mutsu Nakanishi  

 

 

 

 
2020.11.23. 満開になって 真っ白になった野路菊の丘 
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God Be With You!!Wiith YoYYoYYou!!

2020.11.10.  From Kobe   Mutsu Nakanishi



2020.11.10. by Mutsu Nakanishi
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中西睦夫
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